芹沢銈介のデザインノート展　関連調査報告 : ニュートーキョー、大阪ロイヤルホテル、民芸茶房すずや、日本料理店じゅん関連資料より by 今野 咲
































The exhibition “ Keisuke Serizawa: From sketch to Kataezome ” was held at the Serizawa Keisuke Arts and Crafts 
Museum from September 19, to October 20, 2019. In this exhibition, we introduced examples of commercial design by 
Serizawa, from sketch to completed works. The purpose of this study was to better understand these pieces, especially 
New Tokyo Beer Hall , Osaka Royal Hotel , Teahouse Suzuya, and Japanese Restaurant Jun. Notably, New Tokyo Beer 
Hall gives a fresh view of the little known interior of that establishment, and the evolution of the work, from initial sketch 
to the visual effect of the completed piece, is examined. Additionally, in the Japanese Restaurant Jun, pointing out the 

































































































































































































































































































































































































Tohoku Fukushi University Serizawa Keisuke Art and Craft Museum Annual Report  Vol.11（2019）
「山本さんといえば、ながく忘れられないのは、ロイヤルホ
テルのオープンのときのことで、前夜私は、社長さんからい
ろいろホテルの建設の苦心をきいた。山楽の間の豪華さはむ
ろんのことだが、リーチ･バーはよっぽど御自慢のようだっ
た。設計はリーチに頼んだということだったが、ご自身所蔵
のリーチや浜田庄司、富本憲吉の陶器をいつくもかざってお
られ、敷かれているペルシャじゅうたんをほめるとこれも自
宅から持ってきたといっておられた」と回顧している。
4 『月刊食堂　7（10）』（柴田書店　1967年10月　p.154）よ
り引用。なお民芸茶房すずやについては、『民藝』799号（日
本民芸協会　2019年7月）に詳しい。
5 有限会社芹沢染紙研究所より当館に寄贈された「芹沢銈介資
料カード」には、日本料理店じゅんのために制作されたのれ
ん10余点の記録が記載されている。写真（モノクロ）が貼
り付けられており、制作年や材質、寸法を知ることができる。
ここから、この時期より早く制作された《水に鯉文のれん》
（1955年）や《帆と波扇面文のれん》（1965年頃）も内装
に用いられたことがうかがい知れる。
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